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廃止措置ビジネスの支援施設を整備
〜ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点〜

福
井
県
を「
廃
止
措
置
技
術
」の 

研
究
拠
点
に

福
井
県
に
は
、
15
基
の
様
々
な
タ
イ
プ
の

原
子
炉
が
あ
り
、
我
が
国
の
約
４
分
の
１
の

原
子
力
発
電
所
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
に
は
長
年
に
わ
た
り
原
子
力
関
連

産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
企
業
が
多
く
、
大
学

や
研
究
施
設
な
ど
、
原
子
力
関
連
の
教
育
・

研
究
イ
ン
フ
ラ
も
多
く
立
地
し
て
い
ま
す
。

「
廃
止
措
置
技
術
実
証
試
験
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
セ
ン
タ
ー
）
は
、
こ
の
よ
う
な
福
井

県
の
特
徴
を
強
み
と
し
て
活
か
し
、
県
内
企

業
の
技
術
育
成
の
拠
点
と
し
て
整
備
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
井
県
、
お
よ
び
福

井
大
学
、
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
等
と
の
連
携
体
制
の
も
と
、
廃
止
措
置

技
術
の
基
礎
研
究
か
ら
実
証
ま
で
に
一
貫
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
優
れ
た
関
連
技
術

力
を
有
す
る
研
究
機
関
、
企
業
な
ど
の
参
加

に
よ
る
技
術
の
高
度
化
や
、
実
際
に
廃
止
措

置
を
行
う
電
気
事
業
者
の
知
見
等
も
反
映
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
内
企
業
群
を
育
成
し 

廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
立

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
技
術
力
の
強
化
に
よ

り
県
内
企
業
の
廃
止
措
置
事
業
へ
の
参
画
を

促
し
、
廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
と
関
連

企
業
群
の
育
成
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
福
井

県
内
の
大
学
や
研
究
機
関
等
で
生
ま
れ
た
研

究
成
果
を
事
業
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
産
学

官
が
連
携
し
一
つ
屋
根
の
下
で
研
究
の
成
果

設
備
① 

解
体
技
術
検
証
設
備

こ
の
設
備
に
は
、
最
新
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル

設
備
の
ゴ
ー
グ
ル
や
飛
び
出
し
テ
レ
ビ
を

導
入
し
、
実
際
の
「
ふ
げ
ん
」
解
体
現
場

を
計
測
し
て
３
Ｄ

−

Ｃ
Ａ
Ｄ
化
し
て
仮
想

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
複
合
現
実
感

（M
ixed Reality

：M
R

）シ
ス
テ
ム
」
を

設
置
し
ま
す
。

　国内外で原子力発電所の廃止措置ニーズが高まりつつある中、敦賀事業本部では「ふくいスマート
デコミッショニング技術実証拠点の整備」を計画しています。デコミッショニングとは、原子力施設
を解体・撤去する廃止措置のこと。「ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点」として、廃
止措置技術の基礎研究から実証まで一貫して取り組む「廃止措置技術実証試験センター」を平成29

年度に整備し、30年度から運用する予定です。

廃
止
措
置
作
業
を
実
施
す
る
際
に
、
廃

棄
物
発
生
量
の
低
減
等
の
観
点
か
ら
事
前

に
十
分
な
手
順
の
検
討
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
プ
ラ
ン
ト
内
機
器
の
設
置
状
況

や
機
材
の
操
作
性
確
認
等
の
分
野
で
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
る
「
複
合
現
実
感
（
Ｍ

Ｒ
）
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

作
業
手
順
の
事
前
確
認
・
検
討
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
れ
ば
、
放
射
線
量
を
可
視
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
作
業
者
の
被
ば
く

量
の
低
減
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。【
図
1
参
照
】

設
備
② 

レ
ー
ザ
ー
加
工
高
度
化
設
備

こ
の
設
備
に
は
、
レ
ー
ザ
ー
光

を
出
す
加
工
ヘ
ッ
ド
が
搭
載
さ
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
と
解
体
物
を

掴
む
役
割
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
統
合
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
レ
ー
ザ
ー
加

工
ヘ
ッ
ド
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
基
本
性
能
が
確
認
さ
れ
た
適
応

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、次
の
3
つ
の
設
備
を
整
備
し
、県
内
企
業
の
育
成
と
廃

止
措
置
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

廃
止
措
置
技
術
実
証
試
験
セ
ン
タ
ー
の

主
な 

3
つ
の
設
備

【図1】　複合現実感（MR）システムのイメージ

放射線量当量率可視化 作業性の検証
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制
御
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
解
体
物
の

様
々
な
材
質
や
厚
み
に
応
じ
、
レ
ー
ザ
ー

出
力
や
切
断
速
度
等
の
自
動
調
整
を
可
能

と
す
る
も
の
で
す
。
レ
ー
ザ
ー
加
工

高
度
化
設
備
に
お
い
て
は
、
廃
止
措

置
現
場
に
よ
り
近
い
環
境
に
お
け
る

性
能
を
確
認
す
る
た
め
、
解
体
物
を

掴
む
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
と
の
連
携
協

調
動
作
を
総
合
的
に
確
認
し
ま
す
。

解
体
物
の
レ
ー
ザ
ー
切
断
に
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
放
射
線
量
の
低
い
場
所
か
ら
の

遠
隔
操
作
が
可
能
と
な
り
、
作
業
員

の
被
ば
く
量
を
大
幅
に
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
レ
ー

ザ
ー
光
が
照
射
さ
れ
た
1
㎜
程
度
の

幅
で
解
体
物
を
切
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
切
断
に
伴
っ
て
発
生
す

等
を
実
証
す
る
た
め
の
施
設
・
設
備
を
整
備

し
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
に 

必
要
な
特
有
の
技
術

原
子
力
発
電
所
は
、
多
く
の
施
設
が
放
射

線
の
環
境
下
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ

の
た
め
、
一
般
の
解
体
作
業
と
比
較
す
る
と

よ
り
緻
密
な
作
業
計
画
の
も
と
、
可
能
な
限

り
解
体
物
中
の
「
放
射
性
廃
棄
物
」
を
少
な

く
す
る
解
体
方
法
や
、
作
業
員
の
被
ば
く
を

少
な
く
す
る
た
め
の
作
業
工
程
等
を
検
討
し

な
が
ら
、
よ
り
安
全
で
経
済
的
な
廃
止
措
置

作
業
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
多
く
の
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措

置
が
必
要
と
な
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
廃

止
措
置
関
連
技
術
は
大
き
な
事
業
化
が
期
待

で
き
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
未
だ

研
究
開
発
段
階
に
あ
り
、
実
用
的
な
技
術
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
下
段
で
紹
介
し
て
い
る

３
つ
の
設
備
を
整
備
し
、
県
内
企
業
の
育
成

と
廃
止
措
置
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
発
展
と
廃
止
措
置
の

課
題
解
決
を
目
指
す

原
子
力
発
電
所
は
運
転
期
間
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
廃
止
措
置
は
避
け
て
通
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
国
内
外
の
原
子

力
発
電
所
の
廃
止
措
置
事
業
は
、
今
後
大
き

な
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
成

果
は
世
界
規
模
で
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
さ
ら
に
、
複
合
現
実
感
（
Ｍ
Ｒ
）
技
術

や
レ
ー
ザ
ー
加
工
技
術
は
、
建
築
・
自
動

車
・
造
船
等
の
他
の
産
業
分
野
へ
の
展
開
も

可
能
で
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
原
子
力
施
設
を
熟
知

す
る
多
く
の
地
元
企
業
や
教
育
・
研
究
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
福
井
県
内
企
業
の
技
術

力
強
化
等
に
よ
り
「
廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
」

を
リ
ー
ド
す
る
企
業
群
を
育
成
し
、
地
域
経

済
の
発
展
と
廃
止
措
置
の
課
題
解
決
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
科
学
技
術
実
証
拠
点 

整
備
事
業
に
つ
い
て

今
回
ご
紹
介
し
た
﹁
ふ
く
い
ス
マ
ー
ト
デ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠
点
﹂
は
︑

文
部
科
学
省
が
支
援
す
る
﹁
地
域
科
学
技
術

実
証
拠
点
整
備
事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
の
事
業
は
︑
地
域
の
大
学
・
公
的
研
究

機
関
等
で
生
ま
れ
た
研
究
成
果
を
事
業
化
に

つ
な
げ
︑
地
域
が
成
長
し
つ
つ
一
億
総
活
躍

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
︑
関
係
機
関
等
が

連
携
し
︑
研
究
等
の
成
果
を
実
証
す
る
た
め

の
施
設
・
設
備
を
整
備
す
る
も
の
で
す
︒
大

学
・
公
的
研
究
機
関
等
を
拠
点
と
し
て
研
究

室
︑
複
数
企
業
及
び
地
方
自
治
体
が
一
つ
の

施
設
等
に
結
集
し
︑
産
学
官
連
携
体
制
を
強

化
し
︑
民
間
資
金
を
呼
び
込
み
つ
つ
︑
地
域

で
生
ま
れ
た
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化
の
実

現
に
よ
り
︑
雇
用
創
出
と
経
済
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
︒

本
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
︑
廃
止
措
置
に
関

連
す
る
企
業
群
を
育
成
す
る
こ
と
で
︑
廃
止

措
置
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
と
︑
地
域
経
済
へ
の

貢
献
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

る
粉
塵
や
廃
棄
物
量
の
大
幅
な
低
減
も
可

能
に
な
り
ま
す
。【
図
2
参
照
】

設
備
③ 

実
証
試
験（
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）設
備

こ
の
設
備
に
は
、
高
さ
約
11
ｍ
の
水
中

タ
ン
ク
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
中
で
、「
ふ

げ
ん
」
で
使
用
し
た
「
実
機
材
」
を
用
い

て
水
中
で
の
解
体
・
除
染
作
業
等
の
模
擬

試
験
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
企
業
等
が
こ
の
設
備
を
教

育
訓
練
に
利
用
し
、「
ふ
げ
ん
」
で
の
解

体
実
績
や
解
体
ノ
ウ
ハ
ウ
、
国
内
外
の
廃

止
措
置
情
報
を
得
る
こ
と
等
に
よ
り
、
新

た
な
企
業
の
廃
止
措
置
工
事
へ
の
参
入
促

進
や
企
業
の
技
術
力
強
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

【
図
3
参
照
】

解体物を掴む
ロボットアーム

レーザー光を出す
ロボットアーム

【図3】　実証試験設備のイメージ

【図2】　レーザー加工高度化設備システムのイメージ
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ナトリウムを扱う高速炉の
安全性向上に向けて

コンクリートとの化学反応が止まる仕組みの探究

もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる

「獅子」をイメージしたもの

原
子
力
機
構
で
は
、
福
井
大
学
附
属
国
際

原
子
力
工
学
研
究
所
と
協
力
し
、
文
部
科
学

省
の
公
募
研
究
の
一
環
と
し
て
、
高
温
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
反
応
さ
せ
る

実
験
を
行
い
、
両
者
の
化
学
反
応
が
時
間
と

と
も
に
自
然
に
止
ま
っ
て
い
く
仕
組
み
を
探

究
し
て
い
ま
す
。

万
一
の
場
合
を
想
定
し
て 

化
学
反
応
の
仕
組
み
を
探
究

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
よ
う
な
高
速
炉
の
大
き

な
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
原
子
炉
の
冷
却
材
に

液
体
金
属
で
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
う
こ
と

で
す
。
万
一
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
配
管
か
ら
漏

れ
て
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
直
接
接
触

す
る
と
化
学
反
応
が
起
き
る
た
め
、「
も
ん

じ
ゅ
」
で
は
、
二
重
容
器
（
ガ
ー
ド
ベ
ッ
セ

ル
）
や
部
屋
の
鋼
製
内
張
り
（
ラ
イ
ナ
）
を

設
置
す
る
な
ど
し
て
、
両
者
が
直
接
接
触
し

な
い
よ
う
な
対
策
を
施
し
て
、
安
全
性
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
高
速
炉
の
安
全
性
向
上
の
た
め

に
、
仮
に
、
高
温
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
接
触
し
た
場
合
を
想
定
し
た
化
学

反
応
の
仕
組
み
を
探
究
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
研
究
で
す
。
こ
の
研
究
で
は
、
両
者
の

化
学
反
応
が
、
時
間
と
と
も
に
自
然
に
止

ま
っ
て
い
く
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

実
験
で
確
認
し
た 

化
学
反
応
が
自
然
に
止
ま
る
仕
組
み

実
験
で
は
、
５
０
０
℃
ま
で
温
め
た
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に
落
下
さ
せ
ま

す（
図
１
）。
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
化
学
反
応
し
、
水
素
を
発
生
し
な
が
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
侵
食
し
て
い
き
ま
す
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
次
第
に
反
応
が
止

ま
っ
て
い
く
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
実

験
後
の
解
体
検
査
、
お
よ
び
化
学
分
析
の
結

果
、
反
応
で
発
生
す
る
生
成
物
（
主
に
ケ
イ

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
間
に
沈
降
し
、
直
接
接
触
し
な
く

な
る
現
象
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

な
お
、
実
験
で
は
極
力
小
さ
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
用
し
て
反
応
途
中
で
急
速
冷
却
し

ま
し
た
。
反
応
さ
せ
る
時
間
を
変
え
た
実

験
を
複
数
回
行
う
こ
と
で
、
各
物
質
の
分

布
の
時
間
変
化
も
観
察
で
き
る
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。

今
後
、
本
反
応
の
仕
組
み
を
よ
り
深
く
解

明
す
る
た
め
、
解
析
に
よ
る
現
象
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
比
較
的
大
き
い
試
験
体
で
の

実
験
等
の
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

図2　反応生成物（ケイ酸ナトリウム等）の沈降と反応の停止

ナトリウムと
コンクリートを
直接接触させて
化学反応を起こさせる

沈降した
ケイ酸
ナトリウム

ナトリウムとコンクリートの化学反応が
自然に止まる仕組み

接触直後は、水素を発生しながら
コンクリートを侵食する。また、化
学反応で生成物（ケイ酸ナトリウ
ム）が発生する。

水素の発生速度が減り、
浮遊していたケイ酸ナト
リウムが沈降する。

図1  実験装置の概要

河
かわ

口
ぐ ち

宗
む ね

道
み ち

この研究に携わっている機構職員

入社してから現在までの10年間、主
にナトリウム取扱技術の高度化・安全研
究に従事しています。この公募研究では、
ナトリウムとコンクリートの化学反応時
の物質移行挙動を把握するために、実験
装置の設計等に苦労しました。一つ一つ丁寧に実験を行い、
その都度改善することにより、今後多くの研究成果をとり
まとめていきたいと思います。高速炉開発・実用化に貢献
するため頑張っています。

もんじゅ運営計画・研究
開発センター
プラント安全評価部
ナトリウム安全・格納容器
評価グループ所属
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原子炉構造材からのサンプル採取
安全に作業を行うための取り組み

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

瀧
たき

谷
や

啓
ひ ろ

晃
あ き

この研究に携わっている機構職員

入社してからこれまでの2年間、「ふ
げん」の解体撤去作業や解体前に実施す
る放射性物質による汚染の除去作業に従
事しています。今年度の作業では、放射
線量の高い場所での作業軽減が求められ、作業方法の検討
や切断に使用する工具の選定などに苦労しました。今回得
られた知見をしっかり整理し、今後の解体撤去工事などに
活かしていきたいと思います。

原子炉廃止措置研究開発
センター　技術開発部
開発実証課所属

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
原
子
炉
本
体
の
構
造

材
が
持
つ
放
射
能
の
種
類
、
強
さ
な
ど
を
直

接
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
原
子
炉
内

部
の
構
造
材
か
ら
直
接
金
属
サ
ン
プ
ル
を
切

り
取
る
作
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
採
取
を
安
全
に
行
う
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

原
子
炉
本
体
を
隔
離
し
て 

作
業
環
境
を
整
備

原
子
炉
に
は
冷
却
水
や
減
速
材
で
あ
る
重

水
を
循
環
さ
せ
る
た
め
の
配
管
や
タ
ン
ク
等

が
接
続
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

原
子
炉
内
部
の
構
造
材
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
切

り
取
る
と
、
作
業
で
発
生
し
た
放
射
性
粉
じ

ん
が
配
管
や
タ
ン
ク
な
ど
へ
広
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
昨
年
度
か
ら
サ
ン
プ
ル
採
取

の
準
備
工
程
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
原

子
炉
に
接
続
さ
れ
て
い
る
配
管
を
切
断

し
て
原
子
炉
本
体
を
隔
離
す
る
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
内

部
か
ら
の
放
射
性
粉
じ
ん
の
広
が
り
を

抑
え
る
な
ど
、
安
全
な
作
業
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
。

汎
用
工
具
を
活
用
し
て 

安
全
に
作
業
を
実
施

昨
年
度
の
配
管
切
断
作
業
は
、
切
断

場
所
の
放
射
線
量
が
低
く
、
口
径
も
約

８
㎝
程
度
の
小
さ
な
冷
却
系
配
管
で

あ
っ
た
た
め
、
作
業
員
が
直
接
切
断
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
方
、
今
年
度
は
、
放
射
線
量
が
比

較
的
高
く
、
口
径
が
最
大
で
約
45
㎝
と
大
き

い
重
水
系
配
管
が
切
断
場
所
で
あ
り
、
作
業

者
の
被
ば
く
を
出
来
る
限
り
抑
え
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

作
業
者
の
滞
在
時
間
を
短
く
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
だ
け
遠
隔
で
操
作
で
き
、
な
お
か
つ

大
口
径
の
配
管
を
切
断
す
る
能
力
が
あ
る
切

断
工
具
を
用
い
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
解
決
に
向
け
、
作
業
条
件
に
あ
て
は

ま
る
切
断
工
具
を
調
査
・
検
討
し
た
結
果
、

配
管
の
溶
接
作
業
に
用
い
る
「
開
先
加
工

機
」
を
配
管
の
切
断
に
流
用
す
る
の
が
最
適

で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
採
用
し
ま
し
た
。

「
開
先
加
工
機
」
を
配
管
に
取
り
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
切
断
作
業
は
遠
隔
操
作
で
行

え
る
の
で
、
課
題
で
あ
っ
た
作
業
者
の
被
ば

く
を
抑
え
、
安
全
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
応
用

「
ふ
げ
ん
」で
は
、原
子
炉
本
体
の
解
体
に

向
け
た
特
有
の
解
体
装
置
の
開
発
だ
け
で
は

な
く
、放
射
線
量
が
比
較
的
高
い
場
所
の
解

体
作
業
や
、内
側
に
放
射
性
物
質
が
付
着
し

た
配
管
な
ど
を
切
断
す
る
作
業
で
汎
用
機
械

工
具
を
用
い
た
場
合
の
適
用
性
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
や
実
用
デ
ー
タ
も
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ー
タ
は
、

今
後
の
「
ふ
げ
ん
」
の
解
体
作
業
に
反
映
し

て
い
く
と
と
も
に
他
の
原
子
力
発
電
所
の
解

体
作
業
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

成
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

放射性粉じんの広がりをおさえるための作業イメージ図
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地
域
の
皆
様
に
は
、
当
機
構
の
業
務
に

対
し
、
日
頃
か
ら
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
12
月
よ
り
敦
賀
事
業
本
部
の
副
本
部

長
を
拝
命
し
ま
し
た
森
で
す
。

福
井
市
毛
矢
に
あ
り
ま
す
「
※
福
井
共

生
室
」
に
駐
在
し
、
当
機
構
の
業
務
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
自
治
体
を
始
め
、
広
く

地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の

対
話
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
12
月
21
日
の
政
府
の
原
子
力
関
係
閣
僚

会
議
に
お
い
て
、「
原
子
炉
と
し
て
の
運

転
再
開
は
せ
ず
、
廃
止
措
置
に
移
行
す

る
」
と
の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に

●
日
本
政
府
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
炉
決

定
は
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。
今
後
は

日
本
の
原
子
力
政
策
が
後
退
し
な
い

よ
う
強
く
願
っ
て
や
ま
な
い
。

	
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
に
よ

り
、
廃
止
措
置
の
知
識
を
組
織
内
で

共
有
利
用
し
て
実
施
を
し
て
い
く
こ

と
は
良
い
。	

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
今
ま
で
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
技
術
を

有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

	
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
見
学
会
は
良
い
こ
こ
ろ
み
で
す
。

	
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
ふ
る
さ
と
紀
行
は
敦
賀
の
み
な
ら
ず

近
隣
町
村
の
紀
行
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。	

（
美
浜
町
・
男
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

ご

意

見

箱

つ
い
て
、
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
、
誠

に
申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

今
後
の
体
制
や
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
や
自
治
体
と
も
相
談
を
重
ね
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、「
ふ
げ
ん
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

原
子
炉
廃
止
措
置
の
先
駆
者
と
し
て
、
技

術
的
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
進
め
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
で
得
ら
れ
る
知
見
・
成
果

を
広
く
情
報
発
信
し
、
安
全
・
安
心
で
合

理
的
な
廃
止
措
置
を
目
指
し
て
、
地
域
の

企
業
の
皆
様
と
よ
り
積
極
的
に
連
携
で
き

る
よ
う
実
証
拠
点
の
整
備
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※
福
井
共
生
室
に
つ
い
て

福
井
共
生
室
は
、
福
井
市
毛
矢
の
セ
ー

レ
ン
株
式
会
社
本
社
ビ
ル
４
階
の
一
室

に
あ
り
ま
す
。
現
在
14
名
が
勤
務
し
、

福
井
県
を
始
め
と
す
る
嶺
北
の
各
自
治

体
や
各
種
団
体
等
へ
の
様
々
な
ご
連
絡

を
は
じ
め
、
プ
レ
ス
発
表
、
広
聴
及
び

広
報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
嶺
北
地
区
の
小
中
高
校
等
に

対
し
て
行
う
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
教
育
支
援
や
、
各
企
業
に
対
す
る

研
究
開
発
成
果
の
普
及
の
た
め
の
技
術

相
談
な
ど
の
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

平成28年12月1日付で、敦賀事業本部副本部長（福井市駐在）に森将臣が就任いたしました。
ご紹介とともに就任にあたってのメッセージをお伝えいたします。

「地域理解のための対話活動を」
就 任 メッセ ー ジ

敦
賀
事
業
本
部（
福
井
市
駐
在
）

副
本
部
長
　
森も

り

　
将ま

さ

臣お
み
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モーターの仕組みを
学びました（5年生）▼

▲ 初めて乾電池について
学びました（3年生）

敦
賀
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
国
際
協
力
室

は
、
国
内
外
の
外
部
機
関
か
ら
の
研
修

生
・
研
究
者
な
ど
の
受
入
れ
支
援
や
原
子

力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
関
す
る
小
・
中
・

高
等
学
校
へ
の
教
育
支
援
な
ど
の
人
材
育

成
の
推
進
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

粟
野
南
小
学
校
で
の
出
前
授
業
は
、

テ
ー
マ
を
設
け
て
行
い
ま
し
た
。
６
年

生
は
、「
電
気
の
は
た
ら
き
を
ま
と
め
よ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
３
年
生
か
ら
学

習
し
て
き
た
内
容
を
復
習
し
た
後
、
中
学

校
で
学
習
す
る
静
電
気
の
授
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
静
電
気
の
実
験
は
、
当
日
の
湿

度
等
の
環
境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た

め
、
成
功
し
た
実
験
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
静
電
気
に
よ
っ
て
起
き

る
不
思
議
な
現
象
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

る
で
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
米
村
伝
次
郎

先
生
の
よ
う

に
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
入

れ
た
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
球

を
自
在
に
動

か
し
て
み
た

り
、
荷
造
り

ひ
も
の
ク
ラ

ゲ
を
飛
ば
し

て
み
た
り
、
ク
ラ
ス
全
員
で
手
を
つ
な
い

で
感
電
を
体
験
す
る
百
人
お
ど
し
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

５
年
生
は
、「
電
流
が
う
み

だ
す
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

モ
ー
タ
ー
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
生
活
で
使
っ

て
い
る
身
近
な
製
品
に
も
多
く

モ
ー
タ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

後
、
ク
リ
ッ
プ
モ
ー
タ
ー
を
作

り
ま
し
た
。
こ
の
モ
ー
タ
ー

は
、
同
じ
も
の
を
作
っ
て
も
必
ず
回
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
磁
石
の
位
置
や
エ
ナ
メ

ル
線
の
け
ず
り
方
等
の
具
合
で
変
わ
る
た

め
、
子
供
達
は
そ
れ
ぞ
れ
が
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
工
夫
を
重
ね
て
い
る
様
子
で
し
た
。

３
年
生
は
、「
明
か
り
を
つ
け
よ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
豆
電
球
と
乾
電
池
を

使
っ
た
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
理
科
は
３

年
生
か
ら
学
ぶ
科
目
で
、
今
回
初
め
て
乾

電
池
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
、
＋
極
・

－
極
の
定
義
、
使
用
上
の
注
意
点
な
ど
を

学
習
し
た
後
、
身
近
な
生
活
用
品
や
、
教

室
に
あ
る
も
の
で
電
気
が
流
れ
る
か
を
調

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
針
金
、
乾
電
池
、

豆
電
球
、
ク
リ
ッ
プ
を
使
っ
た
「
イ
ラ
イ

ラ
棒
」
と
い
う
お
も
ち
ゃ
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

今
回
の
授
業
で
は
、
ど
の
学
年
に
お
い

て
も
、
机
上
で
原
理
等

を
学
習
す
る
こ
と
よ
り

も
、
実
験
を
行
う
こ
と

に
重
き
を
置
き
ま
し

た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
と
共
に
一

生
懸
命
に
装
置
を
作

り
、
楽
し
ん
で
実
験
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

私
た
ち
が
出
前
授
業
を 

担
当
し
て
い
ま
す

原
子
力
機
構

で
は
、
福
井
県

内
の
小
学
校
か

ら
高
等
学
校
・

高
専
ま
で
を
対

象
に
、
学
校
で

行
う
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
合
わ
せ

た
学
習
内
容

で
、
原
子
力
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
授
業
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
教
育
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
敦
賀
地
区
で
は
、
11
校
32
ク

ラ
ス
、
延
べ
８
７
１
人
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
、
理
科
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、
日
々

の
教
育
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
授
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
体

験
や
発
見
等
を
重
視
し
、
子
供
た
ち
が
、

「
不
思
議
だ
な
」、「
調
べ
て
み
た
い
な
」

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
と
な
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
粟
野
南
小
学
校
の
出
前
授
業

は
、
支
援
す
る
私
た
ち
も
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴

重
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。

粟
野
南
小
学
校
で
出
前
授
業
を
開
催

　

１
月
13
日
か
ら
１
月
20
日
ま
で
の
約
1
週
間
、
教
育
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
敦
賀
市
立
粟
野
南
小
学
校
で
教
育
支

援
（
出
前
授
業
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
限
通
し
の
約
1
0
0
分
の
時
間
を
い
た
だ
き
、
実
験
を
メ
イ
ン
と
し
た
出
前

授
業
を
9
回
実
施
し
ま
し
た
。

出前授業の様子

静電気の実験を行いました（6年生）
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早
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子
供
歌
舞
伎

開
催
日
時
／
毎
年
5
月
5
日

開
催
場
所
／
美
浜
町
早
瀬
日
吉
神
社
周
辺

北
きた

村
むら

　晋
すすむ

 さん
福井県美浜町
早瀬子供歌舞伎保存会 会長

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜
海
産
物
や
農
機
具
の
行
商
で
栄
え
、

華
や
か
な
伝
統
芸
能
が
根
付
く

美
浜
町
早
瀬
の
子
供
歌
舞
伎
は
、
江
戸
時

代
か
ら
こ
の
地
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
地
方

芸
能
で
す
。
安
政
３
年
（
１
８
５
８
）、
同

地
区
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
多
数
の
死
者
が
出

ま
し
た
。
そ
の
際
、
地
区
の
住
職
が
「
こ
れ

は
神
仏
の
祟
り
で
あ
る
。

寺
社
に
子
供
歌
舞
伎
を
奉

納
せ
よ
」
と
の
託た

く

宣せ
ん

を
受

け
、
区
内
の
寺
社
に
子
供

歌
舞
伎
を
奉
納
し
た
と
こ

ろ
、
コ
レ
ラ
の
流
行
は
お

さ
ま
っ
た
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

早
瀬
地
区
は
古
く
か
ら

廻
船
業
や
魚
介
類
の
仲
買

業
者
が
発
展
し
、
京
都
・

近
江
・
美
濃
・
尾
張
方
面
な
ど
外
部
と
活
発

な
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
地
区
で

改
良
さ
れ
た
農
機
具
（
千
歯
扱
き
）
を
全
国

に
行
商
し
、
多
く
の
財
を
な
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
力
を
背
景

に
、
早
瀬
地
区
で
は
周
辺
で
は
類
を
見
な
い

華
や
か
な
芸
能
が
根
付
き
、
伝
承
さ
れ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
児
の
減
少
で
一
時
は
中
断
、

区
民
の
要
望
で
復
活

早
瀬
の
子
供
歌
舞
伎
は
毎
年
５
月
５
日
、

日
吉
神
社
例
大
祭
に
社
前
を
は
じ
め
と
す
る

区
内
各
地
巡
行
す
る
山や

車ま

の
舞
台
で
上
演
さ

れ
ま
す
。
役
者
と
な
る
の
は
小
学
２
年
生
か

ら
５
年
生
の
男
子
児
童
。
舞
台
型
の
山
車
が

曳
き
出
さ
れ
、
そ
の
上
で
演
目
「
寿

こ
と
ぶ
き
し
き式
三さ

ん

番ば

叟そ
う

」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
江
戸
期
か
ら
大

正
期
に
は
１
２
０
余
の
台
本
か
ら
時
代
・
世

話
・
艶
物
を
選
ん
で
芝
居
三
幕
も
同
時
に
上

演
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
に
入
っ
て
芝
居

は
二
幕
に
な
り
、
昭
和
42
年
頃
か
ら
は
少
子

化
の
影
響
も
あ
っ
て
演
目
は
「
寿
式
三
番

叟
」
の
み
に
。
昭
和
51
〜
55
年
に
は
男
児
の

減
少
と
費
用
負
担
の
大
き
さ
で
中
断
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
強
い
要
望

で
昭
和
56
年
に
復
活
。
平
成
９
年
に
は
早
瀬

子
供
歌
舞
伎
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
美
浜
町

が
無
形
文
化
財
に
指
定
す
る
な
ど
、
地
域
を

あ
げ
て
子
供
歌
舞
伎
の
伝
承
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

平
成
27
年
か
ら
保
存
会
の
会
長
を
務
め
る

北
村
晋
さ
ん
も
、
自
身
が
小
学
生
だ
っ
た
昭

和
29
年
頃
、
舞
台
に
立
っ
た
思
い
出
が
あ
る

と
言
い
ま
す
。

「
当
時
は
京
都
出
身
の
役
者
さ
ん
が
早
瀬

に
移
り
住
み
、
子
供
歌
舞
伎
の
指
導
に
当

た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
指
導
を

さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
ね
」

現
在
は
保
存
会
の
若
手
２
名
が
指
導
に
あ

た
り
、
３
月
20
日
頃
か
ら
稽
古
を
開
始
。
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
振
り
付
け
な
ど
の
練
習
を

行
い
、
本
番
に
臨
み
ま
す
。

映
画「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
に
も
登
場
、

伝
承
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に

平
成
26
年
、
早
瀬
子
供
歌
舞
伎
は
福
井
県

を
題
材
に
し
た
映
画
「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
に
も

登
場
し
、
脚
光
を
集
め
ま
し
た
。

「
映
画
で
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で

区
民
の
結
束
が
強
ま
り
、
改
め
て
『
子
供
歌

舞
伎
を
絶
や
さ
ず
継
承
し
て
い
か
な
け
れ

ば
』、
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
」
と

北
村
会
長
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
気
持
ち

を
一
つ
に
し
、
伝
統
を
次
の
世
代
へ
と
受
け

継
い
で
い
く
。
早
瀬
子
供
歌
舞
伎
は
、
地
域

の
絆
を
育
む
行
事
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地

区
の
人
々
の
手
で
守
り
続
け
ら
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

区
民
の
気
持
ち
を
つ
な
ぐ
、伝
統
芸
能

演目「寿式三番叟」の一幕。地元住民はもちろん、
県外からもカメラを持ったファンが訪れ、賑わ
いを見せます。

舞台が乗った山車は、保存会の
メンバーがすみずみまで磨き上
げ、本番に臨みます。
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